
（別紙3）  

アセテル化酸化デンプン  

AcetylatedOxidizesStarch  

〔68187・08－6〕  

定 義 本品は，デンプンを次亜塩素酸ナトリウムで処理した後，無水酢酸でエステル化して   

得られたものである。  

性 状 本品は，白～類白色の粉末，薄片又は顆粒でわずかににおいがある。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

（3）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（3）を準用する。  

（4）カルポキシ基  

本品0．05gを1％メチレンブルー溶液25mlに懸濁し，時々撹拝しながら5～10分間放置  

した後，上澄液を傾斜して除き，沈殿しているデンプン粒を水で洗い，鏡検試料とする。光   

学顕微鏡を用いて鏡検するとき，暗青色を呈するデンプン粒を認める  

純度試験（1）アセチル基 2．5％以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

（2）カルポキシ基1．3％以下  

本品約3gを精密に量り，ビーカーに入れる。本品は，必要があれば，あらかじめ，吸湿  

しないように注意しながらすりつぶし，標準網ふるい840〃mを通過させ，よく混合してお  

く。0．1mol／L塩酸25mlを加え，30分間時々かき混ぜた後，吸引ろ過し，ビーカーの残留物   

を水でろ過器に洗い込む。ろ紙上の残留物を洗液が塩化物の反応を呈さなくなるまで水   

300mlで洗浄する。残留物をビーカーに入れ，水300mlを加えて懸濁し，かくはんしなが  

ら水浴上で加熱してゲル化させ，更に15分加熱する。水浴から取り出し，熱いうちに0．1   

mol／L水酸化ナトリウム溶液で滴定し，その消費量をS mlとする（指示薬 フェノールフ   

タレイン試液3滴）。別に空試験を行う。同量の試料を量り，ビーカーに入れ，水10mlを加   

えて懸濁し，約5分間隔で30分間かくはんする。懸濁液を吸引ろ過し，ビーカーの残留物  

を水でろ過器に洗い込み，ろ紙上の残留物を水200mlで洗う。残留物に水300mlを加えて   

懸濁し，以下本試験と同様に操作し，その消費量をB mlとする。次式よりカルポキシ基の  

含量を求める。  

（S－B）×0．0045  

カルポキシ基（・COOH）の含量＝  ×100（％）  

乾燥物換算した試料の採取量（g）   

ただし，バレイショデンプンを基原とするものの場合は，「アセチル化リン酸架橋デンプ  

ン」の純度試験（3）を準用し，リンの含量P％を求め，その寄与分を次式により算出し，先に  

求めたカルポキシ基の含量より差し引いて補正する。  

2×45．02×P  

リンによる寄与＝  

30．97   
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（3）鉛 Pbとして2．0〃g／g以下（5．Og，第1法）  

（4）ヒ素 As203として4．0／⊥g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（5）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジビン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別紙4）  

アセテル化酸化デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   EU   

CAS   68187－08－6   68187－08－6  

デンプンを次亜塩素酸ナトリウ  次亜塩素酸ナトリウムで処理し  次亜塩素酸ナトリウムで処理し  
定義  ムで処理した後．無水酢酸でエ  た後．無水酢酸でエステル化し  た後．無水酢酸でエステル化し  

ステル化して得られたもの  たデンプン   たデンプン   

白色文はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白一類白色の粉末．    よって．これらの粉末は元の未  白文は類白色の粉末．顆粒又  
性状  薄片又は顆粒でわずかににお  加工デンプンの外観を持つ完  は（α化されたものは）薄片，  

いがある。   全な顆粒又は顆粒の集合体，  
又はα化されたものは，薄片．  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
本品の懸濁液（1→20）及びヨ  

ヨウ素による呈色   ウ素試液数滴を加えるとき．暗 青 陽性（暗育～赤色）   

～赤色を呈する。   
に染まる。色は暗青～赤色とな  

フエ→リング試演によ る応  赤色沈殿を生じる   
赤色沈殿を生じる  

反  

本品約10gを水25ml加えて懸濁  

し，0．4mol／L水酸化ナトリウム  
本品0．5gに炭酸ナトリウム試液  

うした後，ろ過し．ろ液を1100c  
アセテル基  10mlを加えて5分間煮沸し．希 硫酸10mlを加えるとき 

，酢酸の におい発する 
を。  

移す．水酸化カルシウムを加え  
て加熱したとき，アセトンのにお  
いを発する。  

カルポキシ基   顕微鏡下で暗青色を観測  顕微鏡下でl清音色を観測  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

（∫1LT一′ノー′じ／JlメイしIJ・，／育J二  

い水に溶けない。熱水中で粘  
溶解性   設定しない  性を持つ．典型的なコロイド溶  

液を作る。エタノールに溶けな  
lヽ  

エステルの赤外吸収   設定しない   
エステルの赤外吸収  
1720cm－1  

純度試験  乾燥滅1以外．すべて乾燥物換算   
アセテル基   2．5％以下（乾燥物換算）   2．5％以下（乾燥物換算）   2．5％以下   

カルポキシ基   1．3％以下（乾燥物換算）   1．3％以下（乾燥物換算）   1．3％以下   

鉛   
Pbとして2．0〟g／g以下（5．Og、第   

1法）   

2mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   
As203として4．0〟g／g以下  

（0．5g、第3法、装置B）  
1mg／kg以下   

票支粟島丁ンフン：50mg／kg  5技芙員丁ンフン：50mg／kg  

二酸化硫黄   50〟g／g以下  
その他の加エデンプン：10  その他の加エデンプン：10  
mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
R巳し】1   限し11   

21．0％以下（1200c．13．3kPa以   
穀類デンプン：15．0％，  

乾燥減量  
下．4時間）  

ジャガイモデンプンニ21．0％，  
その他：18．0％以下   

銀  設定しない    0．1mg／kg以下   
－は記述無し  
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（別紙5）  

アセテル化リン酸架橋デンプン  

AcetylatedDistarchPhosphate  

〔68130・14－3〕  

定  義 本品は，デンプンをトリメタリン酸ナトリウム又はオキシ塩化リン及び無水酢酸又は   

酢酸ビニルでエステル化して得られたものである。，  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，わずかににおいがある。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

（3）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（3）を準用する。  

純度試験（1）アセチル基 2．5％以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

l：2）酢酸ビニル 0．1〃g／g以下  

乾燥物換算して5．Ogに対応する量の本品を量り，かくはん子を入れた20mlのヘッドスペ   

ースガスクロマトグラフィー用バイアル瓶に入れ，水5mlを正確に加えて密栓し，20分間   

かくはんし，検液とする。別に，酢酸ビニル0．05gを正確に量り，水を加えて溶かし，正確に   

100mlとする。この液1mlを正確に量り，水を加えて正確に100mlとする。この液2mlを正確に量   

り，水を加えて正確に100mlとし標準原液とする。この液5mlを正確に量り，乾燥物換算して5g   

に対応する量の同じ植物を基原とする未加工デンプン及びかくはん子を入れた20mlのヘッド   

スペースガスクロマトグラフィー用バイアル瓶に加えて密栓し，20分間かくはんし，標準液とする。   

検液及び標準液につき，次の操作条件でヘッドスペースガスクロマトグラフィーを行うとき，検液より   

得られるピーク面積は，標準液より得られるピーク面積を超えない。  

操作条件  

検出器 水素炎イオン化検出器  

検出器温度 250℃  

カラム 内径0．25mm，長さ10mのケイ酸ガラス製の細管に，ガスクロマトグラフィー用  

スチレンジビニルベンゼンポリマーを3〃mの厚さで被覆したもの。  

カラム温度110℃付近の一定温度  

注入口温度 200℃  

注入方式 スプリット（10：1）  

キャリヤーーガス 窒素  

流量 酢酸ビニルの保持時間が約9分になるように調整する。  

ヘッドスペースサンプラーの操作条件  

バイアル内平衡温度 70℃  

バイアル内平衡時間 30分  

注入ライン温度 80℃  

注入量 】．Oml  

（3）リン Pとして0．14％以下  

冷水不溶性デンプンの場合，本品20～25gを量り，250mlのビーカーに入れ，メタノール  
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／水混液（7：3）200mlを加えて分散させ，15分間かくはんする。吸引ろ過し，ろ紙上の  

残留物をメタノール／水混液（7：3）200mlで洗う。再びメタノール／水混液（7：3）200ml  

に懸濁し，吸引ろ過して同様に洗う。残留物を50℃以下で乾燥後，砕き，標準網ふるい840  

〃mを通過させ，良く混合し試料とする。ただし，水に膨潤しやすいデンプンでは，残留物  

を50℃以下で乾燥する前に，再度エタノールに分散させ，よく振とう後，ろ過し，同様の操  

作を行い，試料とする。得られた試料約10gを精密に量り，蒸発皿に入れ，酢酸亜鉛試液10  

mlを試料に均一になるように加える。ホットプレート上で注意しながら蒸発乾固し，温度を  

上げて炭化する。その後，電気炉に入れ，炭化物がなくなるまで，550℃で1～2時間加熱す  

る。冷後，水15mlを加え，器壁を硝酸（1→3）5mlで洗い込む。加熱して沸騰させ，冷後，  

200mlのメスフラスコに移し，蒸発皿を水20mlずつで3回洗い，洗液を合わせ，水を加え  

て200mlとする。この液の，Pとして1．5mgを超えない一定量Vmlを正確に量り，100ml  

のメスフラスコに入れ，硝酸（1→3）10ml，バナジン酸試液10ml，加工デンプン用モリブ  

デン酸アンモニウム試液10mlを十分に混和しながら加え，水を加えて正確に100mlとし，  

10分間放置した後，検液とする。別に，リン酸一カリウム標準液0．5，1．0，1．5mlを量り，  

それぞれ100mlのメスフラスコに入れ，それぞれのフラスコに，硝酸（1→3）10ml，バナ  

ジン酸試液10ml，加工デンプン用モリブデン酸アンモニウム試液10mlを十分に混和しなが  

ら加え，水を加えて正確に100mlとし，10分間放置し，標準液とする。硝酸（1→3）10ml，  

バナジン酸試液10ml，加工デンプン用モリブデン酸アンモニウム試液10mlを十分に混和し  

ながら加え，水を加えて正確に100mlとし，10分間放置した液を対照液とし，検液及び標  

準液の460nmにおける吸光度を測定し，得られた検量線から検液中のリン濃度を求め，次  

式によりリンの含量を求める。  

検液中のリン濃度（mg／ml）×2000  

リン（P）の含量  

Ⅴ×乾燥物換算した試料の採取量（g）  

（4）鉛 Pbとして2．Ollg／g以下（5．Og，第1法）  

（5）ヒ素 As203として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（6）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別紙6）  

アセテル化リン酸架橋デンブンの規格案及び国際夫   晃格との比較  

本規格案   JECFA   FCC   EU   
CAS   68130－14－13  

デンブンをトリメタノン酸ナトリ  トリメタリン酸ナトリウム又はオ  オキシ塩化リン（0．1％以下）で工 ステル化し トリメタノン酸ナトリウム又はオ  
ウム又はオキシ塩化リン及び  キシ塩化リンでエステル化し．  ，さらに無水酢酸（8％ 以下）又は酢酸ビニル（7 

定義  ．5％以 下）で処理したエステル化デン  
プン  ル化したデンプン   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

白～類白色の粉末，薄片又は    よって．これらの粉末は元の未  白文は頬白色の粉末。親粒．  白又は類白色の粉末．顆粒又  
性状  顆粒で，わずかににおいがあ  加工デンプンの外観を持つ完  α化されたものは．薄片．無定  ま（α化されたものは）薄片，  

る。   全な顆粒又は顆粒の集合体，  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは．薄片．  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
責式料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1－→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると，同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   
ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

育～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗青一赤色  
となる（   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

本品約10gを水25ml加えて懸  
濁し，0．4mol／L水酸化ナトリウ  

ム溶液20m喧加える．1時間振  
本品0．5gに炭酸ナトリウム試演 10 

アセテル基  
mlを加えて5分間煮沸し希 11） 
硫酸mlを加えるとき，酢酸の においる 

を発す。  
験管に移す．水酸化カルシウ  
ムを加えて加熱したとき．アセ  
トンのにおいを発する。  

検鏡   設定しない   
検鏡する   検鏡する   検鏡する  

（α化でんぷんを除〈）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   
（上1LT一′ノノ′C′J．りイしlよ，／廿ノニ  

い水に溶けない。熱水中で粘  
溶解性   設定しない  性を持つ．典型的なコロイド溶  

液を作る。エタノールに溶けな  
lヽ  

設定しない   
エステルの赤外吸収  

エステルの赤外吸収  
1720cm1  

純度試験  乾燥減1以外．すべて乾燥物換算   

アセチル基   2．5％以下（乾燥物換算）   2．5％以下（乾燥物換算）   2．5％以下   2．5％以下   

酢酸ビニル   0．1〟g／g以下（乾燥物換算）  0．1mg／kg以下（乾燥物換算）  0．1mg／kg以下   
小麦．ジャガイモテンプン：  

小麦，ジャガイモデンプン：  

リン   0．一14％以下（乾燥物換算）   0．14％ その他：0．04％以下（乾燥物換  0．14％  

呈P′l」丁）  
その他：0．04％以下（Pとして）   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〃g／g以下  1mg／kg以下   
冥謀芙貝丁ンノン：bUmg／kg  栗支芙貝丁ンノンニ5Umg／kg  

二酸化硫黄   50JJg／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加工デンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のなしヽ  
鴨い1  限い1   

穀類デンプン：15，0％，  

21．01‰以下（120Cc．13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21、0％，  穀類デンプン15，0％，  

乾燥減量  
下．4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g，100mmHg．120Oc，4時間）  

液性   設定しない  pH3．0一－9．0  

水銀   設定しない  0，1mg／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タン／くク質   設定しない  ただし高アミロースでんぷん  
由来の加エでんぷんは1％以下  

－は記述無し  
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（別紙7）  

オクテニルコハク酸デンプンナトリウム   

StarchSodiumOctenylsuccinate  

定  義 本品は，デンプンを無水オクテニルコハク酸でエステル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～類白色の粉末，薄片又は顆粒で，わずかににおいがある。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）残存オクテニルコハク酸 0．8％以下   

本品約0．1gを精密に量り，メタノール20mlを加え，18時間以上振とうする。毎分約3，000   

回転で5分間遠心分離し，上澄液10mlを正確に量り，減圧下，40℃で乾固し，水を加えて溶   

かし，正確に5mlとする。別に，無水オクテニルコハク酸約0．02gを精密に量り，0．1mol几   

水酸化カリウム溶液10mlを加え，80℃で3時間加熱する。冷後，リン酸（5→1，000）8mlを   

加え，更に水を加えて正確に20mlとする。この液2mlを正確に量り，水を加えて20mlとす   

る。この液1，2，5，10mlを正確に量り，水を加えて正確に20mlとし，標準液とする。検液   

及び標準液をそれぞれ20〃1ずつ量り，次の操作条件で液体クロマトグラフィーを行う。それ   

ぞれの標準液のオクテニルコハク酸の2本のピークの面積を測定し，その和を用いて，無水オ   

クテニルコハク酸の検量線を作成する。検液のオクテニルコハク酸の2本のピークの面積を測   

定し，その和から，検量線を用いて検液中の無水オクテニルコハク酸としての濃度（〃g／ml）を   

求める。次式により，試料ヰの残存オクテニルコハク酸の含量を求める。  

残存オクテニルコハク酸（C12H2004）の含量  

検液中の無水オクテニルコハク酸濃度（〃g／ml）×1．086  

（％）  

乾燥物換算した試料の採取量（g）×1，000  

操作条件  

検出器 紫外吸光光度計（測定波長 205nm）  

カラム充てん剤 5〃mの液体クロマトグラフィー用オクタデシルシリル化シリカゲル  

カラム管 内径4．6mm，長さ25cmのステンレス管  

カラム温度 40℃  

移動相 リン酸（1→1，000）／アセトニトリル混液（1：1）  

流量 主ピークの保持時間が約9分になるように調整する。  

（2）オクテニルコハク酸基 3％以下   

本品約0．02gを精密に量り，0．1mol／L水酸化カリウム溶液10mlを加えて溶かし，密栓し   

て80℃で3時間加熱する。冷後，リン酸（5→1，000）8mlを加えて，更に水を加えて正確に   

20mlとし，検液とする。純度試験（1）に規定する操作条件で液体クロマトグラフィーを行う。   

検液のオクテニルコハク酸の2本のピークの面積を測定し，その和から，純度試験（1）の検量   

線を用いて検液中の無水オクテニルコハク酸としての濃度（〃g／ml）を求める。次式により試   

料中の総オクテニルコハク酸の含量（％）を求め，更に，試料中のオクテニルコハク酸基の  
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含量（％）を求める（♪   

総オクテニルコハク酸（C12H2004）の含量  

検液中の無水オクテニルコハク酸濃度（〃g／ml）×1．086  

乾燥物換算した試料の採取量（g）×500  

オクテニルコハク酸基の含量  

＝総オクテニルコハク酸の含量一残存オクテニルコハク酸の含量（％）  

：3）鉛 Pbとして2．0〃g／g以下（5．Og，第1法）  

1：4）ヒ素 As：ZO3として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

l：5）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別紙8）  

オクテニルコハク酸デンプンナトリウムの規格案及び国際規格との比較  

本規格案   JECFA   FCC   EU   
CAS   設定しない  

デンプンを無水オクテニルコハ  

定義  
ク酸でエステル化して得られた  

もの   
テル化したデンプン   下）でエステル化したデンプン   テル化したデンプン   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

白～類白色の粉末，薄片又は    よって，これらの粉末は元の未  白又は類白色の粉末。顆粒．  白又は類白色の粉末．果頁粒又  
性状  顆粒で，わずかににおいがあ  加工デンプンの外観を持つ完  α化されたものは．薄片∴無定  は（α化されたものは）薄片．  

る。   全な顆粒又は顆粒の集合体，  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは，薄片，  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  

怒；旬；快に，U． 

本品の懸濁液（1→20）及びヨ  芦式不斗Uノ1N二ヨワ 化カリウムを数滴加えると．同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   
ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

青～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗青～赤色  
⊥ナ「え   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   
検鏡する   検鏡する   検鏡する  

（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

エステルの赤外吸収   設定しない   
エステルの赤外吸収  

1720cm‾1  

純度試験  乾燥減1以外．すべて乾燥物換算   

残存オクテニルコハク   0．8％以下（乾燥物換算）   0．3％以下（乾燥物換算）  
酸  

0．3％以下   

オクテニルコハク酸基  3．0％以下（乾燥物換算）   3％以下（乾燥物換算）  3％以下   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．01ノg／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプン：50mg／kg  穀類デンプン：50mg／kg  

ニ酸化硫黄   50〟g／g以下  
その他の加エデンプン：10  

0．005％以下  
その他の加エデンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
限り）  限り）   

穀類デンプン：15．0％，  

21．0％以下（1200c．13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21．0％，  穀類デンプン：15．0％，  

乾燥減量  
下．4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g．100mmHg．1200c．4時間）  

液性   設定しない  PH3．0－9．0  

水銀   設定しなしヽ  0．1mg／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  ただし，高アミロースでんぷん  
由来の加エでんぷんは1％以下  

ーは記述無し  
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（別紙9）  

酢酸デンプン  

St，arChAcetate  

〔9045・28－7〕  

定  義 本品は，デンプンを無水酢酸又は酢酸ビニルでエステル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，わずかににおいがある。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

（3）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（3）を準用する。  

純度試験（1）アセチル基 2．5％以下  

J▼ァセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

（2）酢酸ビニル 0．1〃g／g以下  

「アセチル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

（3）鉛 Pbとして2．0〃g／g以下（5．Og，第1法）  

（4）ヒ素 As203として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（5）二酸化硫黄 50〟g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用するり  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別紙10〉  

デン ンの規 案及び国許規格との比変  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   9045－28－7   9045－28－7  

（Acetylatedstarch）  

定義   
デンプンを無水酢酸又は酢酸 ビニルでエステル化して得られ   

ステル化したデンプン   スチル化したデンプン  
たもの   ステル化したデンプン   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

白～頬白色の粉末．薄片又は    よって．これらの粉末は元の未  白又は頬白色の粉末。顆粒．  白又は類白色の粉末，顆粒又  
性状  顆粒で，わずかににおいがあ  

る。   全な顆粒文は顆粒の集合体．  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは．薄片．  
無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると，同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   
ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

青～赤色を呈する。   様に染まる。色は暗青～赤色  
′なる｛   

フエーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

本品約10gを水25ml加えて懸  

濁し．0．4mol／L水酸化ナトリウ  
ム溶液20mlを加える．1時間振  

本品0．5gに炭酸ナトリウム試液  

アセテル基  
10mlを加えて5分間煮沸し．希硫  
酸10m佐加えるとき，酢酸のにお いする 
を発。  

験管に移す．水酸化カルシウ  
ムを加えて加熱したとき．アセ  
トンのにおいを発する。  

設定しない   
検鏡する   検鏡する   検鏡する  

検鏡  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減1以外，すべて乾燥物換算   

アセテル基   25％以下（乾燥物換算）   2．5％以下（乾燥物換算）   2．5％以下   2．5％以下   

酢酸ビニル   01〟g／g以下（乾燥物換算）  0．1mg／kg以下   

鉛   Pbとして201Jg／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〟g／g以下  1mg／kg以下   

穀類デンプン：50mg／kg  穀類デンプン：50mg／kg  

その他の加エデンプン：10  0．005％以下  その他の加エデンプン：10  
二酸化硫黄   50〟g／g以下  mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（矧こ指示のない  

限り）  限り）   

穀類デンプン：15．0％，  

21．0％以下（1200c，13．3kPa以  
ジャガイモデンプンニ21．0％．  穀類デンプン：15．0％，  

乾燥減量  
下．4時間）  

サゴヤシタピオカデンプ   ジャガイモデンプンこ21．0％．  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   
（5g，100mmHg，1200c．4時間）  

液性   設定しない  pH3．0～9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

租脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  ただし，高アミロースでんぷん  
由来の加エでんぷんは1％以下  

－は記述無し   
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（別紙11）   

酸化デンプン  

0Ⅹidized Starch  

定  義 本品は，デンプンを次亜塩素酸ナトリウムで処理して得られたものである。  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチ／レ化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する′〕  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

（3）カルポキシ基  

「アセチル化酸化デンプン」の確認試験（4）を準用する。  

純度試験（1）カルポキシ基1．1％以下  

「アセチル化酸化デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

（2）鉛 Pbとして2．0〃g／g以下（5．Og，第1法）  

（3）ヒ素 As三三0：弓として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（4）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

！ァセチル化アジビン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別紙12）  

酸化デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   設定しない  

塩素（次亜塩素酸ナトリウ  

定義   
デンプンを次亜塩素酸ナト リウムで処理して得られた  

理したデンプン   
もの   

して塩素として25g以下）で   

処理したデンプン   

白色又はオフホワイトの粉末  
でにおいはない。乾燥の方法  

性状   本品は，白～類白色の粉末， 薄片又は顆粒でにおいがな  
い。  

つ完全な顆粒又は顆粒の集  片．無定形の粉末又は粗い  
合体．又はα化されたもの  粒子   
は．薄片∴無定形の粉末又は  
粗い粒子   

確認試験  

試料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  
本品の懸濁液（1→20）及び∃   化カリウムを数滴加えると．  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ   

ヨウ素による呈色  陽性（暗青～赤色）  

暗青～赤色を呈する。   同様に染まる。色は晴青～赤  
缶′なる〈   

フエーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

カルポキシ基   顕微鏡下で暗青色を観測  顕微鏡下で暗青色を観測  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

α化デンプンでなければ．冷  
たい水に溶けない。熱水中で  

溶解性   設定しない  粘性を持つ．典型的なコロイ  
ド溶液を作る。エタノールに溶   

けない。  

純度試験  乾燥減量以外．すべて乾燥物換算   

カルポキシ基   1．1％以下（乾燥物換算）  1．1％以下（乾燥物換算〉  1．1％以下   
鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〟g／g以下  1mg／kg以下   

二酸化硫黄   50〃g／g以下   5伽Ig／kg以下   0．005％以下   
穀類デンプンは5伽1g／kg、  
その他は1伽Ig／kg以下   

穀類デンプン：15．0％．  

21，0％以下（1200c．13．3kPa以   
ジャガイモデンプン：21．0％．  

乾燥減量  
下．4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g，100mmHg，120Oc，4時間）   

液性   設定しない  pH3．0～9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

租脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  
ただし，高アミロースでんぷん  
由来の加エでんぷんは1％以   

下  
－は記述無し  
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（別紙13）  

ヒドロキシプロビル化リン酸架橋デンプン   

HydroxypropylDistarchPhosphate  

〔53124－00・8〕  

定  義 本品は，デンプンをトリメタリン酸ナトリウム又はオキシ塩化リンでエステル化し，  

酸化プロピレンでエーテル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～頬白色の粉末，薄片又は顆粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（l）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）ヒドロキシプロピル基 7．0％以、F  

本品約0．1gを精密に量り，0．5mol／L硫酸25mlを加えて水浴中で加熱して溶かし，冷後，  

水で正確に100mlとする。必要に応じてヒドロキシプロピル基が4mg／100ml以上とならな  

いように希釈し，試料液とする。別に，同じ植物を基原とする未加工デンプンについて同様に  

操作し，吸光度測定の対照液とする。これらの液1mlずつを正確に量り，それぞれ25mlの  

目盛り付試験管に入れ，冷水で冷却しながらそれぞれに硫酸8mlを滴下する。よくかくはん  

した後，水浴中で正確に3分間加熱し，直ちに氷水中で冷却する。冷後，それぞれに加工デ  

ンプン用ニンヒドリン試液0．6mlを注意しながら管壁に沿って加え，直ちに振り混ぜ，25℃  

の水浴中に二100分間放置する。それぞれに硫酸を加えて25mlとし，栓をして静かに数回上  

下を反転させるご」直ちに吸光度測定用のセルに移し，正確に5分後に，対照液に対する590nm  

の吸光度を測定する。別にプロピレングリコール約0．025gを精密に量り，水を加えて正確  

に100mlとし，標準原液とする。標準原液2，4，6，8，10mlを正確に量り，それぞれに水  

を加えて正確に50mlとし，標準液とする。それぞれの標準液の1mlを正確に量り，25ml  

の目盛り付試験管に入れ，冷水中で硫酸8mlを滴下し，それぞれに加工デンプン用ニンヒド   

リン試液0．（imlを注意しながら管壁に沿って加え，以下試料と同様に操作して検量線を作成   

する。検量線から，検液中のプロピレングリコーール濃度（／⊥g／ml）を求め，次式によりヒロ  

ドキシプロピ ル基の含量を求める。  

ヒロドキシプロピル基  

検液中のプロピレングリコール濃度（〃g／ml）×0．7763×希釈率×10  

乾燥物換算した試料の採取含量（g）×1000  

（2）プロピレンクロロヒドリン類1〃g／g以下   

本品50．Ogを正確に量り，三角フラスコに入れ，1mol／L硫酸125mlを加え，内容物を良   

く分散させる。水浴中で10分間加熱し，内容物を良く混合し，更に15分間加熱する。冷後   

水酸化ナトリウム溶液（1→4）を加えてpH7とする。ガラス繊維ろ紙を用いて吸引ろ過し，別   

のフラスコに入れる。元のフラスコとろ紙を水25mlで洗い，洗液をろ液に合わせる。この   

液に無水硫酸ナトリウム30gを加え，5～10分間かくはんして硫酸ナトリウムを完全に溶か   

した後，分液漏斗に移す。フラスコを水25mlで洗い，洗液を分液漏斗に合わせる。ジエチ   

ルエーテル！うOmlで5匝l抽出する。ジエチルエーーテル抽出液を合わせ，無水硫酸ナトリウム   

3gを加え，ろ紙を用いてろ過し，フラスコとろ紙をジエチルエーテル25mlで洗い，洗液を  
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ろ液に合わせる。約40℃の水浴中で大気圧下にて，4mlに濃縮し，冷後，ジエチルエーテル  

を加えて正確に5mlとし，検液とする。別に，プロピレンクロロヒドリン約25〃1を50〃1  

マイクロシリンジを用いて量り，シリンジごと精密に量り，内容物を500mlメスフラスコに  

入れ水を加えて正確に500mlとし，標準原液とする。空のシリンジを精密に量り，プロピレ  

ンクロロヒドリンの質量を求める。未加工ワキシーコーンスターチ50．Ogずつを5個の三角  

フラスコに量り，1mol／L硫酸125mlを加える。各フラスコに，標準原液0，0．5，1，2又  

は5mlを正確に加え，以下検液の場合と同様に操作して標準液を調製する。検液及び標準  

液をそれぞれ1plずつ量り，次の操作条件でガスクロマトグラフィーを行う。それぞれの標  

準液のプロピレンクロロヒドリンの1－クロロ・2－プロパノールと2－クロロー1－プロパノールの  

ピーク面積を測定し，その和を用いてプロピレンクロロヒドリン類の検量線を作成する。検  

液のプロピレンクロロヒドリンの1－クロロー2－プロパノールと 2－クロロー1－プロパノールのピ  

ーク面積を測定し，その和を用いて検量線から検液中のプロピレンクロロヒドリン類の濃度  

（〃g／ml）を求め，次式により試料中のプロピレンクロロヒドリン類の含量を求める。  

プロピレンクロロヒドリン類の含量  

検液中のプロピレンクロロヒドリン類の濃度（〃g／ml）×5  

乾燥物換算した試料の採取量（g）×10，000  

操作条件  

検出器 水素炎イオン化検出器  

検出器温度：230℃  

カラム 内径0．25mm，長さ15mのケイ酸ガラス製の細管に，ガスクロマトグラフィー  

用ポリエチレングリコールを0．25〃mの厚さで被覆したもの。  

カラム温度 40℃で1分間保持し，毎分5℃で昇温し，55℃に到達後8分保持する。そ  

の後，毎分25℃で昇温し，230℃に到達後5分間保持する。  

注入口温度 230℃  

注入方式 スプリットレス  

キャリヤーガス ヘリウム  

流量1・クロロー2－プロパノールの保持時間が約10分になるように調整する。  

（3）リン Pとして0．14％以下  

「アセチル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（4）を準用する。  

（4）鉛 Pbとして2．0〃g／g以下（5．Og，第1法）  

（5）ヒ素 As203として4．0〃g／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（6）二酸化硫黄 50〃g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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（別糸氏14）  

ヒドロキシプロビル化リン酸架橋デンプンの規格案及び国際規格との比較  
本規格案   JECFA   FCC   EU   

CAS   53124－00－8   53124－00－8  

デンプンをトリメタリン酸ナトリウ  トリメタリン酸ナトリウム又はオ  オキシ塩化リン（0．1％以下）で工  トリメタノン醸ナトリウム又はオ  

定義  
ム又はオキシ塩化リンでエステ  キシ塩化1」ンでエステル化し，  ステル化し酸化プロピレン  キシ塩化リンで架橋し，酸化プ  
ル化し酸化プロピレンでエー  酸化プロピレンでエーテル化し  （10％以下）でエーテル化したデ  ロビレンでエーテル化したデン  
テル化して得られたもの   たデンプン   ンプン   プン   

白色又はオフホワイトの粉末で  
においはない。乾燥の方法に  

本品は，白～類白色の粉末．    よって，これらの粉末は元の未  白又は頬白色の粉末。顆粒，  白又は類白色の粉末．顆粒又  
性状  薄片又は顆粒で，においがな  加エデンプンの外観を持つ完  α化されたものは．薄片．無定  は（α化されたものは〉薄片，  

い。   全な顆粒又は顆粒の集合体．  無定形の粉末又は粗い粒子   
又はα化されたものは，薄片．  

無定形の粉末又は粗い粒子   

確認試験  
試料の懸濁液に，0．1N三ヨウ  

本品の懸濁液（1→20）及びヨ   化カリウムを数滴加えると．同  懸濁液（1→20）に数滴のヨウ素   
ヨウ素による呈色  陽性（暗箇～赤色）  

青～赤色を呈する。   に染まる。色は晴青～赤色とな  
る〔   

フェーリング試液によ  
赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる   赤色沈殿を生じる  

る反応  

検鏡   設定しない   検鏡する   検鏡する   検鏡する  
（α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   （α化でんぷんを除く）   

純度試験  乾燥減暮以外．すべて乾燥物換算   

ヒドロキシプロピル基  7．0％以下（乾燥物換算）   7．0％以下（乾燥物換算）  7，0％以下   

プロピレンクロロヒドリン  1〟g／g以下（乾燥物換算）  1mg／kg以下（乾燥物換算）   3mg／kg以下   1mg／kg以下   

小麦．ジャガイモデンプン 
Pとして0．14％以下（乾燥物換  

小麦．ジャガイモデンプン：  

リン  
算）   その他：0．04％以下（乾燥物換  

0．14％  

算，Pとして）  
その他二0．04％以下（Pとして）   

鉛   Pbとして2．0〟g／g以下   2mg／kg以下   1mg／kg以下   2mg／kg以下   

ヒ素   As203として4．0〃g／g以下  1mg／kg以下   
栗東貢貝丁．ノノノ：〇Umg／Kg  諏鞘丁ノノノ：〇Umg／Kg  

二酸化硫黄   50〃g／g以下  
その他の加工デンプン：10  

0．005％以下  
その他の加エデンプン：10  

mg／kg以下（特に指示のない  mg／kg以下（特に指示のない  
l！E】▲i＼  R巳l．1＼   

穀類デンプンニ15．0％．  

21．0％．以下（1200c．13．3kPa以   ジャガイモデンプン：21．0％，  穀類デンプン15．0％，  

乾燥減量  
下，4時間）  

サゴヤシ，タピオカデンプ  ジャガイモデンプン：21．0％，  
ン：18．0％以下  その他：18．0％以下   

（5g，100mmHg，120Oc，4時間）  

液性   設定しない  pH3．0一－9．0  

水銀   設定しない  0．1mg／kg以下   

粗脂肪   設定しない  0．15％以下  

0．5％以下  

タンパク質   設定しない  ただし，高アミロースでんぷん  
由来の加エでんぷんは1％以下  

－は記述無し  
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（別紙15）  

ヒドロキシプロピルデンプン   

Hydroxypropyl Starch 

〔9049－76－7〕  

定  義 本品は，デンプンを酸化プロピレンでエーテル化して得られたものである。  

性  状 本品は，白～類白色の粉末，薄片又は顆粒で，においがない。  

確認試験（1）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（1）を準用する。  

（2）「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の確認試験（2）を準用する。  

純度試験（1）ヒドロキシプロピル基 7．0％以下   

「ヒドロキシプロビル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（1）を準用する。  

（2）プロピレンクロロヒドリン1〃g／g以下   

「ヒドロキシプロビル化リン酸架橋デンプン」の純度試験（2）を準用する。  

（3）鉛 Pbとして2．Opg／g以下（5．Og，第1法）  

（4）ヒ素 As203として4．OFLg／g以下（0．50g，第3法，装置B）  

（5）二酸化硫黄 50〟g／g以下  

「アセチル化アジピン酸架橋デンプン」の純度試験（5）を準用する。  

乾燥減量 21．0％以下（120℃，13．3kPa以下，4時間）  
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